
九
月
例
会
九
月
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
オ
ラ
ン
ダ
で
採
訪
の
二
、
三
の
史
料
に
つ
い
て
片
桐
一
男

一
、
ア
メ
リ
カ
人
医
師

盟
日
日
。
口
吻
）
ロ
５
口
①
国
．
の
事
績
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
特
に
福
沢
諭
吉
と
の

関
係
に
つ
い
て
Ｉ
大
鳥
蘭
三
郎

一
、
緒
方
家
本
「
和
蘭
詞
解
略
説
」
に
つ
い
て
沼
田
次
郎

一
、
リ
ン
デ
ン
伯
「
日
本
の
想
い
出
」
長
崎
文
献
社
・
復
刻
。
一
九
八
三

の
紹
介
緒
方
富
雄

十
月
例
会
十
月
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
文
献
に
承
る
前
野
良
沢
と
杉
田
玄
白
酒
井
シ
ヅ

一
、
前
野
蘭
化
と
杉
田
玄
白
緒
方
富
雄

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
跡
見
玄
山
と
適
塾
田
崎
哲
郎

一
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
山
本
俊
一

一
例
会
記
事
一

一
〉

オ
ラ
ン
ダ
で
採
訪
の
二
、
三
の
史
料
に
つ
い
て

片
桐
一
男

一
九
八
一
年
四
月
か
ら
翌
年
の
四
月
に
か
け
て
一
カ
年
オ
ラ
ン
ダ
に
在
外

研
究
の
間
、
採
訪
し
た
諸
史
料
の
う
ち
の
二
、
三
に
つ
い
て
の
紹
介
。

Ｉ
ど
鴨
日
。
ｇ
”
舞
い
胃
ｏ
冨
禺
（
中
央
古
文
書
館
）

ハ
ー
グ
市
の
中
央
駅
に
隣
接
し
て
開
館
し
た
白
い
新
館
に
、
ま
る
一
カ
年

閲
覧
に
通
い
続
け
る
こ
と
の
で
き
た
日
本
人
研
究
者
と
し
て
は
、
私
が
初
め

て
か
。こ

こ
で
は
、
周
知
の
通
り
、
日
本
に
お
か
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
関
係
文
書

を
は
じ
め
、
商
館
長
と
し
て
来
日
し
た
着
目
。
。
鳥
屋
○
且
〕
・
南
や
国
①
且
‐

鼻
。
。
。
弓
あ
る
い
は
船
長
と
し
て
来
日
し
た
弓
．
罵
固
①
日
の
烏
な
ど
の
個
人

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
か
か
る
古
文
書
を
承
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
は
冨
・
嗣
国
．
閃
。
⑦
い
い
冒
瞥
の
編
纂
に
か
か
る
カ
タ

ロ
グ
員
ｇ
シ
月
置
臥
ぐ
四
国
：
ｚ
ａ
①
１
画
目
酌
①
蜀
胃
８
且
旨
苛
肩
口
扇
８
１

岳
ｇ
）
・
の
‐
の
圖
与
、
①
呂
樹
⑦
岳
登
．
の
整
理
番
号
で
、
そ
の
ま
ま
請
求
で
き
る
。

商
館
文
書
は
す
で
に
東
大
史
料
編
墓
所
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
将
来
さ

れ
て
お
り
、
独
自
の
目
録
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
マ
イ

ク
ロ
撮
影
に
よ
る
焼
付
で
は
判
読
し
に
く
い
点
の
ゑ
ら
れ
る
文
書
を
え
ら
ん

で
紹
介
し
た
。

１
ｚ
○
．
崖
篭
．
旨
鴨
百
日
目
、
冒
嶌
目
）
旨
２
９
－
侭
①
ロ
の
中
に
、

国
貝
爵
冒
く
い
旨
枠
巨
で
旨
］
』
２
画
騨
易
国
昌
号
満
目
扇
弓
ぐ
胃
の
旨
：

１
１

一
例
会
講
演
要
旨
一
口
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と
い
う
、
長
崎
来
航
の
蘭
船
が
高
鉾
島
の
と
こ
ろ
で
受
け
る
旗
合
せ
の
際

の
秘
密
信
号
旗
に
関
す
る
「
来
次
一
八
五
七
年
航
行
船
の
信
号
」
と
題
す

る
図
入
り
文
書
。
指
示
の
文
面
は
、

Ｎ
○
○
・
吋
ｐ
Ｈ
目
の
口
Ｈ
画
①
①
旨
骨
Ｑ
四
行
の
ｏ
茸
ｂ
○
局
の
。
底
①
も
①
口
冒
｝
芦
ｇ
、
①
Ｎ
侭
行

く
囚
昌
彦
ｇ
』
§
脚
昌
の
胃
且
宍
且
Ｐ
目
Ｏ
ｇ
Ｈ
目
①
ロ
号
艀
曰
く
旨
炉
鳴
昼
添

い
岸
⑦
鼻
①
昌
旨
配
○
壱
・
◎
ず
岸
篇
目
閉
庁
旨
汀
昌
乏
画
豊
①
ロ
）
の
口
廼
画
愚
○
画
烏

宮
回
国
関
口
〕
園
○
○
巳
印
固
罵
①
訂
昌
脚
侭
○
ご
号
Ｎ
堅
己
①
目
闇
匡
国
ロ
唱
邑
．

船
が
日
本
帝
国
の
視
界
に
入
っ
た
と
判
断
し
た
ら
す
ぐ
、
図
の
よ
う
な

信
号
旗
を
前
措
上
に
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
晩
に
は
図
の
如
き
角

燈
を
同
じ
橋
に
吊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
あ
っ
て
、
図
を
象
る
と
、
旗
は
白
・
赤
・
白
の
三
段
に
染
め
分
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
は

Ｆ
画
品
。
Ｑ
『
８
障
濫
①
ぃ
長
さ
約
二
間

目
ｎ
ｏ
２
。
Ｑ
鄙
８
』
茜
①
ぃ
幅
約
一
間

冒
○
嗅
③
Ｑ
Ｈ
３
い
く
○
①
厨
昌
高
さ
約
二
フ
ィ
ー
ト

と
あ
る
。

本
文
書
は
『
鎖
国
時
代
対
外
応
接
関
係
史
料
』
（
近
藤
出
版
社
、
昭
和

四
十
七
年
刊
）
の
参
考
史
料
と
し
て
紹
介
し
た
秘
密
信
号
旗
の
例
に
新
追

加
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
詳
細
な
考
証
は
拙
稿
「
長
崎
入
津
蘭
船
の
秘
密

信
号
旗
に
関
す
る
新
史
料
」
（
『
洋
学
史
研
究
』
第
一
号
）
に
譲
る
。

２
Ｚ
。
、
弓
９
．
○
肩
侭
①
ぐ
ｇ
ｚ
２
乏
唖
〉
ず
。
目
崎
ｇ
鮮
巨
。
罵
§
且

扁
孟
．
に
含
ま
れ
て
い
る
ぐ
①
老
昌
昌
頁
員
検
問
書
類
。

こ
の
文
書
は
、
長
崎
来
航
蘭
船
が
高
鉾
島
の
と
こ
ろ
で
旗
合
せ
の
後
、

奉
行
所
の
派
遣
し
た
検
使
船
に
対
し
て
回
答
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
検
問

書
類
で
、
当
時
の
日
本
側
文
書
に
ゑ
え
る
「
イ
ノ
印
」
書
簡
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
（
『
鎖
国
時
代
対
外
応
接
関
係
史
料
』
参
照
）

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
写
真
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
文
書
は
タ
テ
に
二

つ
折
り
に
さ
れ
て
お
り
、
文
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
。
…
：
線
は
折
り
目

を
示
す
。

ロ
①
鴨
園
樹
ぐ
Ｏ
ｏ
ａ
ｇ
，
く
四
口
一
彦
２
画
斡
冒
百
日
目
。
①
、
こ
】
ぢ

ぞ
く
○
門
犀
庁
匡
二
ｍ
①
ご
Ｏ
ｏ
Ｑ
』
ぬ
〔
一
》
Ｑ
①
一
彦
旨
尾
骨
の
覚
ざ
①
四
口
骨
ご
く
○
○
吋
Ｑ
一
巨
函

堅

く
巳
的
。
邑
巨
①
ぐ
司
騨
、
①
国
』
ロ
一
再
①
ぐ
匡
目
庁
冒
の
昌
ロ
脚
回
国
】
脚

ｐ
ｐ
ｐ
口
⑤
口
ず
月
。
、
①
ロ
一
画
津
の
函
の
ぐ
の
旨
．

ｚ
Ｐ
斡
日
ぐ
騨
冒
冨
庁
牙
冨
で
一
己
①
目
国
肋
庁
。
届
幹

ｏ
３
ｏ
５
ぐ
騨
口
声
２
Ｎ
堅
く
①
。

一
四
酎
画
Ｆ
画
肋
弄

凸

ｚ
画
固
日
ぐ
騨
昌
片
口
鳴
恩
四
○
①
ａ
①
兎
一
の
●
田
．
閃
蛙
弄
⑦
旨
．

、
‐
ノ

ｚ
自
国
命
ｐ
ご
画
昌
Ｑ
の
函
○
匡
ぐ
９
口
㈹
日
の
貝
且
］
・
園
。
Ｆ
①
ぐ
ぶ
い
い
◎
唇
目
５

閏
目
宮
９
国
扁
国
⑦
目
も
麗
閏
頓
の
扇
。
ず
の
目
色
○
辱
辱
⑦
唖
嵜
ｃ
ｃ
壁
９

①

く

一
。
●
弓
．
国
。
吋
牌

ミ
田
魁
弄
陸
目
厨
自
画
の
’

①
肋
骨
①
聴

一
甲
・
の
。
Ｆ
色
目
伽
⑦
シ
叩
い
計
討
旨
一
再

己
・
淫
．
⑦
．
Ｆ
・
国
胃
鞭
示
胃
艮
１
．

－
田
。
○
・
Ｆ
目
ａ
魁
切
〕
閲
凹
弄
ぽ
一
目
助
Ｈ
目
⑦
‐

⑦
晩
呼
⑦
吋

弔
曲
⑤
医
酔
⑦
吋

一
］
。
ａ
・
口
①
巷
聡
凹
弄
》

一
Ｆ
。
ｍ
、
開
睡
昌
尉
刷
邑
①

ご
く
画
昌
昌
①
⑦
門
ぐ
四
目
国
凹
冨
ぐ
届
一
律
⑦
目
．
“
つ
］
Ｅ
員
■
望
一
色
↑
画

く
の
吋
胃
○
弄
屍
①
旨
。●

昌
日
旨
○
ぬ
昌
目
①
⑦
Ｈ
ｍ
ｇ
ｇ
①
旨
岸
○
日
①
昌
雪
。
①
⑮
旨
①

Ｊ

鵠
。
昌
画
》
言
品
①
目
閏
且
８
８
・
勇
一
Ｉ
’
。９

》
言
①
噸
⑦
門
○
㈹
闇
旦
。
］
１
１
１
１
１
１
１

●



来
航
船
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
商
館
長
ビ
ク
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い

た
文
書
で
あ
っ
て
、
。
コ
チ
ッ
ク
活
字
の
部
分
が
来
航
船
デ
ン
エ
ル
ス
ホ
ウ

ト
号
の
船
長
ラ
イ
ヶ
ン
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
て
、
回
答
さ
れ
た
別
筆
の
部

分
で
あ
る
。
（
参
照
、
前
掲
書
）

３
ｚ
○
．
晨
望
（
目
く
の
厨
ｇ
〕
盲
己
ら
届
路
．
得
も
鳥
．
の
中
の
ｇ

ｏ
謁
凋
⑦
ぐ
ｇ
ｏ
園
。
言
『
ｓ
ｏ
二
富
。
目
駕
の
胃
旦
馬
路
．
の
う
ち
の
昌
。
口
吻
篇
‐

晴
旦
は
鹿
児
島
大
学
図
書
館
春
藪
文
庫
所
蔵
『
阿
蘭
陀
船
乗
組
人
数
名
歳

井
諸
荷
物
書
留
』
所
収
の
「
阿
蘭
陀
船
乗
組
人
数
名
歳
」
と
よ
く
対
応
・

一
致
し
、
こ
の
種
の
典
型
例
で
あ
る
。
詳
細
な
紹
介
・
考
証
は
、
拙
稿

「
蘭
船
の
乗
船
員
名
簿
と
阿
蘭
陀
通
詞
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
二
三
号
、
昭

ｚ
閏
昌
９
号
門
の
○
国
月
目
①
目
目
諒
Ｉ

騨
冒
宮
の
昌
冒
ｇ
ｇ
冒
§
四
：
↑
ｌ

卜

旦
尉
凰
１
〕
画
２
号
８
ａ
星
§
こ
】
９
月
云
向
『
’

ず
の
ぐ
胃
】
ユ
の
富
。

⑦
開
国
昌
局
ｇ
湧
く
四
目
芝
ｏ
濤
里
四
日
ｇ
ｏ
ｏ
宍
閤
昌
自
用
ａ
胃
巨
９

吋
目
○
ｍ
⑦
口
乏
○
門
口
の
国
』
昌
函
①
ぐ
匡
一
Ｑ
》
一
目
○
の
寄
口
弾
昌
旦
の
］
い
も
囚
昌
目
⑦
扇
す
の
天
⑦
‐

国
Ｑ
隔
日
四
四
陣
迄
訂
Ｈ
乏
管
旨
鳴
く
○
狩
具
Ｑ
⑦
ぐ
ぃ
目
〔
庁
国
○
○
鴨
嗣
品
⑦
昌
尉
弱

○
℃
］
画
く
口
○
昌
弓
回
ご
岨
⑦
目
の
○
門
Ｑ
①
湧
里
○
国
二
命
同
Ｑ
ｎ
ｐ
弔
画
も
⑦
ロ
ゥ
①
吋
顕
国
５
２

ぞ
く
○
吋
口
⑦
口
四
①
四
目
澪
①
吋
旦
）
ｇ
〕
○
門
目
一
ｍ
⑦
⑦
ロ
の
郡
の
旦
命
口
］
〕
○
⑦
○
○
戸
函
の
ロ
画
Ｉ

釦
ｇ
ｇ
Ｎ
ｏ
ロ
ロ
①
門
ぐ
⑦
Ｈ
ｇ
日
⑦
凶
弾
邑
園
⑦
函
四
国
、
目
価
侭
乏
○
門
Ｑ
の
昌
○
も
、
の
Ｎ
ｇ
Ｅ
．

ロ
の
島
ご
囚
〕
】
巨
々
扇
孟

国
禽
○
℃
で
①
号
○
○
圧
ぐ
自
国
号
国
Ｚ
ａ
ｇ
ご

］
浄
冒
Ｑ
吻
巳
〕
Ｑ
〕
』
〕
画
国
〔
ざ
』
一
邑
・
憲
一
｝
〕
画
目
》

］
．
シ
、
園
房

和
五
八
年
八
月
）
参
照
。

４
ｚ
○
．
弓
ち
．
○
謁
侭
９
．
３
昌
。
二
一
く
ぃ
〕
園
の
冒
・
９
９
富
。
ご
い
目
且
畠
倉
．

こ
の
中
に
は

。
○
肩
騨
ぐ
。
ぐ
目
〕
一
］
ｇ
昌
呂
乏
陸
と
題
す
る
、
ロ
ｇ
冒
四
）
ｇ
旨
与
届
怠

国
鼻
○
層
。
呂
○
・
陸
．
の
風
説
書
が
あ
る
。
（
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
・

下
巻
、
吉
川
弘
文
館
発
行
。
参
照
）

・
甸
騨
の
痔
巨
巨
吋
く
回
国
”
○
命
堅
の
吋
（
自
学
く
堅
穴
⑦
ぐ
⑦
局
Ｎ
Ｃ
昌
堅
向
目
闇
田
口
巨
四
抄
『
自
画
や
四
目

目
ｇ
夛
興
Ｚ
ａ
ｇ
宮
口
号
呂
砕
言
も
聾
色
Ｑ
弓
匡
〉
鳴
恩
唱
○
⑦
ａ
自
国
・
旨
．

Ｑ
】
・
く
農
９
．
オ
ラ
ン
ダ
船
ス
タ
ト
・
テ
ィ
ー
ル
号
、
船
長
シ
ェ
バ
リ
ェ

ー
ル
、
に
よ
っ
て
、
日
本
へ
送
ら
れ
た
積
荷
目
録
。

参
照
、
山
脇
悌
二
郎
「
ス
タ
ト
・
テ
ィ
ー
ル
号
の
積
荷
ｌ
江
戸
時
代

後
期
に
お
け
る
出
島
貿
易
品
の
研
究
ｌ
」
（
『
長
崎
談
叢
』
四
九
輯
）
。

な
お
、
拙
稿
「
来
航
蘭
船
ス
タ
ト
・
テ
ィ
ー
ル
号
の
積
荷
目
録
と
阿
蘭
陀

通
詞
」
を
用
意
し
て
い
る
。

・
巨
。
己
”
§
‐
旦
司
四
国
胃
庁
ｚ
ａ
の
骨
且
堕
呂
坤
品
昌
唖
号
菅
：
聾
且
弓
邑
．

オ
ラ
ン
ダ
フ
レ
ガ
ー
ト
船
ス
タ
ト
・
テ
ィ
ー
ル
号
乗
船
人
名
簿
。

の
三
種
類
の
文
書
が
一
括
し
て
入
っ
て
い
る
。
風
説
書
・
積
荷
目
録
・
乗

船
人
名
簿
が
揃
っ
て
い
る
典
型
例
の
一
つ
で
あ
る
。

５
長
崎
会
所
の
丸
黒
印
・
角
黒
印
、
年
番
訳
司
の
丸
朱
印
、
和
蘭
訳
司
の

丸
朱
印
の
紹
介
。

関
連
し
て
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
シ
ー
ポ
ル
ト
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
「
長
崎
会
所
加
役
割
」
に
言
及
。
詳
細
は
拙
稿
「
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
『
長
崎
會
所
加
役
割
』
に
つ
い
て
」
に

譲
る
。
（
『
長
崎
談
叢
』
六
十
八
輯
掲
載
）
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詳
細
は
本
誌
次
号
掲
載
拙
稿
「
ラ
イ
デ
ソ
民
俗
博
物
館
所
蔵
、
桂
川

甫
賢
『
人
面
瘡
図
説
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

２
〔
胃
１
お
湯
〕
国
の
昌
鴨
画
騨
目
①
鼻
⑦
昌
旨
鴨
目
冒
○
胃
昌
烏
国
○
員
侭
田
胃
Ｐ

〔
ざ
日
夛
烏
弓
○
戸
》
昌
昌

蜜
蜂
に
関
す
る
若
干
の
記
述
最
上
徳
内

最
上
徳
内
の
本
作
品
は
従
来
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
も

の
。
写
真
を
添
え
て
、
拙
稿
「
最
上
徳
内
作
『
蜜
蜂
に
関
す
る
若
干
の
記

述
』
に
つ
い
て
」
を
用
意
し
て
い
る
。

３
窃
囹
ｚ
ｏ
．
ｇ
〕

丁
卯
萬
國
普
通
暦

慶
応
二
年
丙
寅
十
月

司
天
官
渋
川
敬
典
謹
考

こ
れ
は
慶
応
三
年
分
の
暦
で
あ
る
が
、
加
う
る
に
蘭
文
で
シ
言
四
口
鼻

旨
胃
こ
い
胃
勗
急
即
ち
慶
応
二
分
年
の
暦
が
ｚ
・
”
．
シ
愚
渥
な
る
人
物

に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
因
に
『
國
書
總
目
録
』
に
よ
る
限
り
、
渋

川
敬
典
の
編
に
な
る
萬
国
普
通
暦
は
安
政
四
・
五
・
六
・
万
延
元
の
各
年

度
分
し
か
し
ら
れ
て
い
な
い
。

４
ロ
ー
急
患
〕
尻
少
目
Ｏ
脚
ロ
・
弓
○
○
名
沢
○
日
島
〉
骨
局
冒
の
ｇ
＆
国
９
．

Ⅱ
閃
箒
の
目
易
２
日
く
。
○
門
ぐ
○
房
目
冒
且
①
民
俗
博
物
館

ラ
イ
デ
ン
の
民
俗
博
物
館
に
は
シ
ー
ポ
ル
ト
、
プ
ロ
ム
ホ
フ
、
フ
ィ
ッ
セ
ル

の
各
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
か
ら
二
、
三
の
紹
介
。

１
ロ
ー
茜
罵
〕
桂
川
甫
賢
「
人
面
瘡
図
説
」
木
版
刷
二
点
。
う
ち
一
点

に
は
甫
賢
自
筆
に
よ
る
淡
彩
色
が
施
さ
れ
、
日
付
と
署
名
の
蘭
訳
が
付
記

さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
緒
方
洪
庵
の
オ
ラ
ン
ダ
語
学
関
係
の
著
書
の
一
つ
で
、
現
在
緒
方

富
雄
氏
所
蔵
本
が
唯
一
の
完
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
写
本
、
一
冊
、
竪

一
四
セ
ン
チ
横
二
○
セ
ン
チ
の
小
型
横
長
の
袋
と
じ
で
丁
数
二
一
丁
の
小
冊

子
で
あ
る
。
但
し
本
書
も
洪
庵
の
自
筆
で
は
な
く
後
年
緒
方
家
で
入
手
さ
れ

た
写
本
で
あ
る
、
と
い
う
。
伝
本
き
わ
め
て
少
な
く
、
杉
本
つ
と
む
博
士
が

そ
の
大
著
「
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
」
Ⅱ
の
中
に
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
東
京
大
学
付
属
図
書
館
に
「
客
窟
漫
筆
」
と
い
う
写
本
が
あ
り
、

そ
の
中
に
本
書
の
巻
首
の
部
分
が
九
丁
に
わ
た
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
他
に
図
書
総
目
録
に
よ
る
と
広
島
大
学
・
正
宗
文
庫
に
夫
を
一
本
を
有
す

る
が
前
者
は
焼
失
、
後
者
は
現
存
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
本
書
は
オ
ラ
ン
ダ
の
品
詞
に

つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
詞
類
」
と
し
て
名
詞
・
陪
名
詞
・

数
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
冠
詞
・
前
詞
・
続
詞
・
感
詞
の
一
○
品
詞

の
あ
る
こ
と
を
説
き
、
次
い
で
夫
々
に
つ
い
て
そ
の
性
質
・
用
法
・
変
化
等

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
当
時
用
い
ら
れ
た
文
典
類
か
ら
訳
出

し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
緒
方
家
本
の
表
紙
に
は
「
万
延
元
年
喜
多
山

祐
吉
先
生
所
贈
土
屋
裕
□
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
冒
頭
に
は
「
緒
方
章

公
裁
訳
述
」
と
あ
る
。
そ
の
他
に
成
立
の
年
次
な
ど
に
つ
い
て
手
掛
り
と
な

ｐ
ｏ
ｏ
８
目
⑤
昌
画
８
．
淡
彩
自
筆
の
小
森
桃
鳩
「
解
剖
図
」
で
あ
る
。

（
一
九
八
三
・
九
・
一
七
、
日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同

例
会
発
表
）

緒
方
家
本
「
和
蘭
詞
解
略
説
」
に
つ
い
て沼
田
次
郎
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